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滴 翠 会 会 報
2024 第401号

社会福祉法人　滴 翠 会
月刊 平成３年１月創刊

５月号

創 立 記 念 式 典 の よ う す
　

社
会
福
祉
法
人
滴
翠
会

　
　

創
立
四
十
八
周
年
記
念
式
典

　

四
月
二
十
九
日
、
華
翠
会
舘
ホ
ー
ル
で
滴

翠
会
創
立
四
十
八
周
年
記
念
式
典
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
滴
翠
苑
四
十
八
周
年
、

救
護
施
設
慈
翠
舘
四
十
六
周
年
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
明
翠
苑
四
十
三
周
年
、
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
華
翠
会
舘
三
十
五
周
年
、

明
翠
苑
居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
二
十
四
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

四
施
設
合
同
は
、
五
年
ぶ
り
の
開
催
と
な

り
、
各
施
設
の
ご
利
用
者
様
や
職
員
が
出
席

し
て
行
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
滴
翠
会
理
事
長
の
挨
拶
、
各
施

設
長
の
挨
拶
、
永
年
勤
続
者
三
名
の
表
彰
や

ご
利
用
者
様
よ
り
祝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
よ
り
徐
々
に
各
施
設
と
の
交
流
や

行
事
、
ご
家
族
様
の
面
会
な
ど
を
再
開
し
て

い
け
れ
ば
な
ど
の
お
話
も
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
緊
張
感
・
期
待
感
・
不
安
感
を

常
に
持
ち
、
地
域
福
祉
と
共
に
連
携
し
て
、

利
用
者
様
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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◦
養
護
老
人
ホ
ー
ム

滴て
き

翠す
い

苑え
ん

だ
よ
り

か
す
み
が
う
ら
市
横
堀
四
五
一
―
五

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
二
九
九
―
五
九
―
三
六
三
一

　

創
立
四
十
八
周
年
記
念
式
典

　

四
月
二
十
九
日
、
滴
翠
会
創
立
記
念
式
典

が
華
翠
会
舘
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
の
影
響
で
各
施
設
に
て
行
っ
て
き
ま
し

た
が
、
五
年
ぶ
り
の
法
人
全
体
で
の
開
催
と

な
り
ま
す
。

　

滴
翠
苑
か
ら
は
利
用
者
様
八
名
の
方
が
出

席
し
、
式
典
を
執
り
行
い
ま
し
た
。
今
年
は

法
人
利
用
者
代
表
の
祝
辞
を
滴
翠
苑
の
千
寿

会
会
長
が
務
め
、
素
晴
ら
し
い
祝
辞
を
行
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
は
、
滴
翠
苑
に
帰
苑
し
て
祝

宴
が
開
か
れ
、
滴
翠
苑
特
製
お
弁
当
を
召
し

上
が
り
ま
し
た
。
皆
様
か
ら
は
「
美
味
し
か

っ
た
」
と
大
変
好
評
で
し
た
。

　

滴
翠
苑
は
、
お
か
げ
さ
ま
で
四
十
八
周
年

を
迎
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
利
用
者
様
、

御
家
族
様
に
は
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
気
持
ち
を
新
た
に
利
用
者
様
の
快
適
な

生
活
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

千
寿
会
総
会

　

四
月
十
日
に
利
用
者
自
治
会
で
あ
り
ま
す

千
寿
会
の
総
会
が
集
会
室
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

総
会
で
は
、
前
年
度
の
事
業
報
告
や
収
支

決
算
報
告
、
新
年
度
の
事
業
計
画
の
承
認
、

新
年
度
の
役
員
の
選
任
を
行
い
ま
し
た
。
役

員
は
、
会
長
、
副
会
長
、
会
計
二
名
、
会
計

監
査
二
名
の
六
名
で
構
成
さ
れ
ま
す
。
前
年

度
の
千
寿
会
の
運
営
は
特
に
問
題
な
く
行
え

ま
し
た
の
で
、
新
年
度
も
引
き
続
き
同
じ
役

員
の
方
々
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
千
寿
会
会

長
よ
り
「
ま
た
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
皆
さ
ん
と
楽
し
く
過
ご
せ
る
よ
う
頑

張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
就
任
の
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
千
寿
会
が
活
発
に
運
営
さ
れ
、

利
用
者
の
皆
様
が
楽
し
く
行
事
を
開
催
し
、

健
康
で
豊
か
な
生
活
を
過
ご
せ
ま
す
よ
う
に

願
っ
て
お
り
ま
す
。

創 立 を 祝 っ て
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�
５
月
の
行
事

　

端
午
の
節
句　
　
　
　
　
　
　

５
月
２
日

　

苑
内
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ　
　
　
　

５
月
30
日

　

畑
作
業

　

時
が
経
つ
の
は
早
い
も
の
で
ま
た
苗
の
植

え
付
け
す
る
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
シ
ー
ズ
ン
も
利
用
者
有
志
に
よ
り
ま
す

野
菜
づ
く
り
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
協
力
し
な
が
ら
畑
を
耕
し
ス
イ
カ
や
ト
マ

ト
な
ど
色
々
な
野
菜
を
植
え
ま
し
た
。

　

畑
作
業
は
、
体
力
的
に
も
精
神
的
に
も
根

気
の
い
る
作
業
で
す
が
、
皆
さ
ん
楽
し
そ
う

に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
急
に
暑

く
な
っ
た
り
、
寒
く
な
っ
た
り
と
天
気
が
不

安
定
で
す
が
、
熱
中
症
な
ど
に
気
を
付
け
て

畑
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

今
年
も
立
派
な
野
菜
が
実
る
こ
と
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。

　

端
午
の
節
句

　

五
月
二
日
、
集
会
室
で
端
午
の
節
句
の
お

祝
い
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
初
に
利
用
者
の
皆
様
で「
こ
い
の
ぼ
り
」

を
合
唱
し
て
端
午
の
節
句
の
始
ま
り
で
す
。

乾
杯
を
し
て
柏
も
ち
を
召
し
上
が
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
美
味
し
い
と
好
評
で
し
た
。

　

余
興
は
女
性
の
利
用
者
様
に
よ
り
ま
す
カ

ラ
オ
ケ
が
披
露
さ
れ
、
男
性
の
利
用
者
様
を

お
祝
い
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
後
に
男

性
利
用
者
の
皆
様
で
記
念
撮
影
を
行
い
、
端

午
の
節
句
の
お
祝
い
は
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
別
日
に
な
り
ま
す
が
、
入
浴
日
に
菖

蒲
湯
に
入
り
ま
し
た
。
菖
蒲
の
持
つ
強
い
香

り
が
邪
気
を
祓
う
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

効
能
と
し
て
も
血
行
促
進
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
効

果
が
あ
る
と
の
こ
と
で
、
厄
除
け
と
健
康
長

寿
を
願
っ
て
入
浴
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
今
年
一
年
の
無
病
息
災
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。

カ ラ オ ケ を 楽 し む 皆 さ ん
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◦
救
護
施
設

慈じ

翠す
い

舘か
ん

だ
よ
り

石
岡
市
半
ノ
木
一
一
四
六
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
二
九
九
―
二
四
―
二
八
七
一

　

使
っ
て
い
な
い
タ
オ
ル
は

　
　
　
　
　

あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

慈
翠
舘
で
は
、
館
内
の
消
毒
に
タ
オ
ル
を

使
用
し
て
い
ま
す
が
、
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ

ウ
ム
を
入
れ
て
使
用
す
る
為
、
タ
オ
ル
の
痛

み
が
早
く
て
困
っ
て
い
ま
す
。
タ
オ
ル
は
痛

ん
だ
ら
交
換
し
て
い
ま
す
が
、
現
在
も
タ
オ

ル
が
不
足
気
味
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

左
記
の
方
々
に
タ
オ
ル
の
寄
付
を
頂
き
ま

し
た

　

ご
利
用
者
様
御
家
族　

坂
田　

文
子
様　

　

田
村
千
枝
子
様　
　
　

田
村　

君
枝
様

　

紙
面
に
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も

ご
家
庭
に
て
、
お
使
い
に
な
る
予
定
の
無
い

タ
オ
ル
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
慈
翠
舘
ま
で

お
送
り
頂
け
ま
す
と
、
大
変
助
か
り
ま
す
。

　

滴
翠
会
創
立
48
周
年
記
念
式
典

　

四
月
二
十
五
日
、
滴
翠
会
の
創
立
記
念
を

お
祝
い
す
る
食
事
会
が
開
か
れ
、
同
月
二
十

九
日
に
は
、
第
四
十
八
回
目
の
滴
翠
会
創
立

記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

食
事
会
で
季
節
の
食
材
を
使
用
し
た
九
種

類
の
品
に
清
ま
し
汁
や
赤
飯
と
豪
華
な
食
事

が
提
供
さ
れ
、
利
用
者
様
達
は
美
味
し
そ
う

に
召
し
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
創
立
記
念
式

典
で
は
高
木
理
事
長
の
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、

各
施
設
長
か
ら
は
、
創
立
当
時
の
様
子
と
併

せ
て
利
用
者
様
と
職
員
に
お
祝
い
の
言
葉
を

頂
き
ま
し
た
。

　

歴
史
と
は
目
に
は
見
え
な
い
が
確
か
に
そ

こ
に
在
る
「
想
い
」
が
紡
い
で
き
た
も
の
。

石
岡
市
の
社
会
福
祉
の
一
端
を
担
う
立
場
と

そ
の
使
命
を
自
覚
し
、
利
用
者
様
の
安
心
と

笑
顔
が
あ
る
暮
ら
し
が
続
き
ま
す
よ
う
、
慈

翠
舘
の
職
員
一
同
は
努
め
て
参
り
ま
す
。

食 事 会 の よ う す
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健
康
確
認

　

慈
翠
舘
で
は
、
利
用
者
様
の
健
康
管
理
の

一
環
と
し
ま
し
て
、
看
護
師
の
定
期
的
な
確

認
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

目
的
と
し
て
は
、
自
立
で
入
浴
し
て
い
る

方
や
介
護
者
入
浴
の
方
で
も
、
ご
自
身
の
状

態
に
気
付
か
ず
に
い
る
方
の
早
期
発
見
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　

入
浴
時
に
、
利
用
者
様
の
身
体
の
変
化

（
キ
ズ
・
皮
膚
疾
患
な
ど
、
普
段
と
違
う
こ

と
が
無
い
こ
と
の
確
認
）
を
観
察
し
て
、
疾

患
内
容
に
よ
り
、
通
院
・
治
療
を
し
て
い
ま

す
。
本
人
の
気
づ
か
な
い
疾
病
に
も
い
ち
早

く
気
づ
く
プ
ロ
の
目
で
改
善
へ
と
繋
げ
る
事

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

�
５
月
の
行
事

　

春
季
運
動
会　
　
　
　
　
　
　

５
月
30
日

　

新
任
職
員
研
修
を
受
け
て

矢
口　

友
美　

　

水
戸
福
祉
会
館
に
て
新
任
職
員
研
修
を
受

け
て
き
ま
し
た
。
講
師
に
椎
名
清
和
先
生
と

吉
原
大
樹
先
生
を
お
迎
え
し
て
、
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
の
お
話

で
し
た
。

　

先
生
の
お
話
の
中
に
あ
っ
た
「
障
害
と
い

う
一
言
で
接
し
て
は
い
け
な
い
」
が
私
に
と

っ
て
衝
撃
的
な
言
葉
で
し
た
。
ま
ず
は
、
一

人
の
人
間
と
し
て
接
す
る
事
を
改
め
て
学
び

ま
し
た
。
又
、
他
施
設
の
職
員
と
も
話
し
合

う
事
で
、
自
分
自
身
が
利
用
者
様
に
何
が
出

来
る
の
か
、
今
後
、
ど
う
支
援
し
て
い
っ
た

ら
良
い
の
か
等
の
意
見
交
換
を
す
る
事
が
出

来
ま
し
た
。

　

今
回
学
ん
だ
研
修
結
果
を
基
に
、
こ
れ
か

ら
の
施
設
で
の
支
援
業
務
に
活
か
し
て
い
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

看 護 師 に よ る 皮 膚 の 状 況 確 認
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◦
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

明め
い

翠す
い

苑え
ん

だ
よ
り

石
岡
市
半
ノ
木
一
一
四
八
一
―
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
二
九
九
―
二
三
―
九
六
二
〇

　

創
立
記
念
式
典

　

四
月
二
十
九
日
、
華
翠
会
舘
ホ
ー
ル
に
利

用
者
様
・
職
員
が
集
ま
り
創
立
記
念
式
典
を

行
な
い
ま
し
た
。今
年
は
、
法
人
合
同
の「
創

立
記
念
式
典
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
明
翠
苑

は
、
創
立
四
十
三
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
滴
翠
会
理
事
長
の
挨
拶
、
各
施

設
長
の
挨
拶
、
永
年
勤
続
三
名
の
表
彰
も
あ

り
ま
し
た
。
五
年
ぶ
り
に
合
同
で
で
き
た
こ

と
も
あ
り
利
用
者
様
か
ら「
久
し
ぶ
り
だ
ね
」

「
会
え
て
う
れ
し
い
」
な
ど
の
声
も
聞
か
れ

ま
し
た
。

　

昼
食
は
、
調
理
員
特
製
の
お
赤
飯
と
お
刺

身
の
特
別
メ
ニ
ュ
ー
を
召
し
上
が
っ
て
頂
き

ま
し
た
。
皆
さ
ん
「
美
味
し
い
」
と
喜
ば
れ

て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
ご
期
待
に
添
え
る
よ

う
、
緊
張
感
を
も
っ
て
職
員
一
同
精
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

端
午
の
節
句

　

五
月
五
日
は
「
端
午
の
節
句
」
を
お
祝
い

し
ま
し
た
。

　

明
翠
苑
で
は
、
二
週
間
前
か
ら
玄
関
ホ
ー

ル
と
ひ
ま
わ
り
食
堂
に
「
五
月
人
形
」
を
飾

り
、
各
食
堂
の
ホ
ー
ル
に
模
造
紙
で
作
っ
た

鯉
の
ぼ
り
も
飾
り
ま
し
た
。
利
用
者
様
か
ら

は
「
立
派
で
か
っ
こ
い
い
ね
」「
男
性
の
お

祝
い
だ
ね
」
と
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
体
操
の
時
間
に
「
鯉
の
ぼ
り
」

を
皆
さ
ん
で
歌
っ
た
り
、
入
浴
の
時
間
に
、

菖
蒲
湯
に
入
っ
て
頂
き
ま
し
た
。
菖
蒲
湯
に

入
る
こ
と
で
邪
気
を
払
い
、
無
病
息
災
を
祈

る
意
味
も
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
「
元
気
に
過

ご
さ
な
い
と
な
ぁ
」
な
ど
と
話
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

男
性
の
皆
さ
ん
端
午
の
節
句
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
健
康
で
過
ご
せ

ま
す
よ
う
職
員
皆
で
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

記 念 式 典 に 参 加 し た 皆 さ ん
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明翠苑ニュース
（４月分）

面　会　　　　38件　延64名来苑
外　出　　　　０件　外泊０件
ショートステイ　２名　延16日利用

ふぁみりー通信

４月の出来事

４月１日　「座談会」が開かれ、今
　月の予定を説明したり、利用者様
　からの要望などを伺ったりしまし
　た。施設長より元気にお過ごし下
　さいなどのお話がありました。
４月７日　「ＰＴ指導」を行いまし
　た。理学療法士の先生が来苑して、
　利用者様の立位や歩行など足のリ
　ハビリを訓練しました。「訓練す
　ると足がスムーズに動かせるの
　よ」など喜ばれていました。
４月13日　普段皆さんが寝ているベ
　ットのシーツ交換を行いました。
　皆さん「綺麗になってよかった」
　と喜ばれていました。
４月24日　毎月24日は「お地蔵様の
　縁日」でおやつに甘酒を飲み、皆
　さんで縁日を祝いました。午後よ
　り、避難訓練を実施し、皆さん職
　員の指示に従い、速やかに避難場
　所に避難できました。今後も速や
　かに避難誘導できるよう訓練して
　まいります。
４月29日　明翠苑創立43周年記念式
　典を華翠会舘ホールで開催しました。

明翠苑の「日常あ・れ・こ・れ」

調理の食品管理

　今回は、明翠苑の「食品管理」に
ついてご紹介したいと思います。
　明翠苑で提供されている食事は、
すべて明翠苑内の厨房で作っていま
す。管理栄養士が献立を作成し、取
引業者に食材を発注し、納品された
材料、つまり米や味噌、魚や肉、野
菜や果物等々を調理して、ご利用者
様へお出ししています。明翠苑ご利
用者70人分を１日３食とデイサービ
スセンター華翠会舘ご利用者様15人
分の昼食を作っています。
　食事を作る上で最も気を付けなけ
ればならない事の一つが、食品の衛
生管理です。原材料が納品された際
には、その品質・鮮度・品温・量を
チェックし生物はすぐに冷蔵庫へ入
れます。米・味噌・調味料等の保管
品を使用する場合には、必ず受払簿
に記録します。毎日「棚卸し」を行
ない、保管品の鮮度・数量を点検・
確認しています。
　また、万が一食中毒等が発生した
場合に、原因探求のため、原材料と
作った料理は、それぞれ50ｇずつ密
閉式のビニール袋に入れ、朝・昼・
夕に分けて口を絞り、それを－20℃
以下で14日間以上保存しています。
　毎食美味しい料理を召し上がって
もらうために、365日朝早くから食
事を作っていますが、その前提とな
るのが、日々の厳密な食品の管理で
す。
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◦
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

華か

翠す
い

会か
い

舘か
ん

だ
よ
り

石
岡
市
半
ノ
木
一
一
四
八
〇

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
二
九
九
―
二
三
―
八
二
〇
〇

翠　進　会
社会福祉法人滴翠会　退 職 職 員 後 援 会

滴翠会を退職された皆様の親睦と互助を進めます。

す
い

し
ん

か
い

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
日
誌

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
日
誌

４
月
６
日
（
土
）

４
月
16
日
（
火
）

利用者数　　　８名（男４名　女４名）
レクリエーション　書　写

　今日のレクリエーションは書写
を行いました。ひらがなで書かれ
ている文章を、漢字に直して写す
か、そのまま写すかは自由です。
紙とえんぴつを持ったのは久しぶ
りだと、緊張している方もいらっ
しゃいましたが、皆さんできる範
囲で集中して行っていました。書
き終わると、いい勉強になったと
いう声も聞こえてきました。

利用者数　　　７名（男１名　女６名）
レクリエーション　ボールキャッチゲーム

　今日は、ボールキャッチゲームを行
いました。フラフープにガムテープの
粘着面を表にして貼り付けます。その
フラフープを利用者様に持ってもら
い、職員が投げたボールを粘着面に上
手く付くようにフラフープを動かして
取り、ボールを多く取れた方が優勝で
す。隙間が空いていたりするので、ど
うしたら取ることができるか皆さん試
行錯誤しながら頑張っていました。

ボ ー ル キ ャ ッ チ を 楽 し む 皆 さ ん
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明
翠
苑
居
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

石
岡
市
半
ノ
木
一
一
四
八
一
―
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
二
九
九
―
二
三
―
九
六
三
四

　

配
食
サ
ー
ビ
ス
と
移
動
ス
ー
パ
ー

　

新
緑
の
匂
い
を
の
せ
て
吹
く
風
が
心
地
良
く

感
じ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
爽
や
か
な
風
に

吹
か
れ
、
自
然
の
恵
み
に
触
れ
て
み
て
は
い
か

が
で
す
か
。
▼
月
岡
真
壁
線(

県
道
一
五
〇
号

線)

湯
袋
峠
、
道
路
脇
の
岩
場
か
ら
湧
き
出
る

岩
清
水(

筑
波
山
系
伏
流
水)

は
、
ま
さ
し
く
玉

露(

ぎ
ょ
く
ろ)

。
喉
の
渇
き
を
優
し
く
癒
す
名

水
で
す
。
さ
て
今
回
の
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

は
、
地
域
に
根
ざ
し
て
人
々
の
暮
ら
し
を
支
え

続
け
る
事
業
所
様
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
綴
り

ま
す
。

　

介
護
支
援
専
門
員
と
し
て
在
宅
で
暮
ら
す

人
々
と
お
付
き
合
い
を
さ
せ
て
頂
い
て
い
る
と
、

食
事
に
お
困
り
の
方
が
多
い
こ
と
を
実
感
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。(

ご
家
族
と
同
居
さ
れ
て

い
た
と
し
て
も
、
ご
家
族
が
就
労
さ
れ
て
い
て

帰
宅
が
夜
遅
く
朝
も
早
朝
か
ら
出
勤
の
為
、
ご

利
用
者
様
の
食
事
を
準
備
す
る
の
が
困
難
。)

　

そ
ん
な
時
は
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。(

条
件
次
第
で
市
独
自
の
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
助
成
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
相
談
下
さ
い
。)

配
食
サ
ー
ビ
ス
と

は(

ご
利
用
者
様
の
安
否
確
認
を
も
う
一
つ
の

目
的
と
し
て)

自
宅
に
お
弁
当
を
配
達
す
る

サ
ー
ビ
ス
で
す
。
も
ち
ろ
ん
自
費
で
の
利
用
も

可
能
。
市
内
に
は
数
か
所
事
業
所
が
あ
る
の
で

す
が
個
人
的
に
お
勧
め
の
事
業
所
様
を
紹
介
し

ま
す
。

　

そ
の
事
業
所
様
の
特
徴
は
①
和
食/

洋
食/

中

華
と
種
類
が
豊
富
で
飽
き
が
こ
な
い
よ
う
工
夫

し
て
い
る
。(

魚
の
メ
ニ
ュ
ー
に
は
骨
な
し
の

切
り
身
を
使
う
等
、
安
全
面
も
考
慮
し
て
い

る
。)

②
ま
た
持
病
を
持
つ
ご
利
用
者
様
の
為

に
栄
養
管
理
食
を(

病
に
応
じ
て
約
五
〇
種
類)

取
り
揃
え
て
い
る
。
③
調
理
済
冷
凍
食
品
で
あ

る
こ
と(

急
速
冷
凍
技
術
に
よ
り
鮮
度/

風
味
が

保
た
れ
て
い
る
。
必
要
な
時
に
必
要
な
分
だ
け

温
め
る
為
、
棄
て
る
こ
と
が
少
な
い
。)

④
管

理
栄
養
士
監
修
で
栄
養
バ
ラ
ン
ス
に
優
れ
て
い

る
。
ソ
フ
ト
食
も
あ
り
咀
嚼
や
嚥
下
に
問
題
を

抱
え
て
い
る
人
へ
の
配
慮
が
あ
る
等
で
す
。
お

い
し
さ
と
健
康
へ
の
取
り
組
み
、
思
い
や
り
の

ス
タ
ン
ス
が
こ
の
事
業
所
様
の
特
徴
で
あ
り
、

食
を
通
じ
て
示
さ
れ
る
地
域
へ
のCSR(

企
業

の
社
会
的
責
任)

の
在
り
方
が
冒
頭
の
岩
清
水

の
如
く
優
し
く
、
筆
者
の
心
に
響
い
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
今
回
新
た
な
試
み
と
し
て
▼(

配
食

サ
ー
ビ
ス
ご
利
用
時)

に
移
動
ス
ー
パ
ー
車
両

で
訪
問
を
行
う
と
の
こ
と
。
買
い
物
に
行
き
た

く
て
も
行
け
な
い
ご
利
用
者
様
の
事
を
考
え
、

＊
買
う
楽
し
さ
も
味
わ
っ
て
欲
し
い
。
そ
ん
な

願
い
か
ら
。
心
と
体
に
寄
り
添
う
事
業
所
様
の

取
り
組
み
に
感
謝
▼
け
ん
た
く
ん
石
岡
店
様

お
問
合
せ
先
：(

☎　

0299-56-3008)

介
護
支
援
専
門
員　

岡
野　
　

貴
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（160kcal　塩分1.0g）

社会福祉法人　滴　翠　会 http://tekisuikai.or.jp/

養 護 老 人 ホ ー ム　  滴 　 　 翠 　 　 苑
救 　 護 　 施 　 設　  慈 　 　 翠 　 　 舘
特 別 養 護 老 人 ホ ー ム　  明 　 　 翠 　 　 苑
ユニット型特別養護老人ホーム　  明 　 　 翠 　 　 苑
シ ョ ー ト ス テ ィ 施 設　  明 　 　 翠 　 　 苑
独立型デイサービスセンター　  華　　翠　　会　　舘
明 翠 苑 居 宅 介 護 支 援 セ ン タ ー

ご利用をお待ちしています

医 　 療 　 法 　 人 　 高 　 木 　 医 　 院
社会福祉法人滴翠会退職職員後援会翠進会

職　員　募　集　中　詳しくは施設へご連絡下さい

☆枝豆ポタージュ
　枝豆にはタンパク質が豊富に含まれています。お好みで牛乳を豆乳に変えたり、
暑い日には冷製スープにしてもおいしいです。

●材　料（２人分）
　○枝豆むき身　120g　　○玉ねぎ　40g　　○バター　4g　　○コンソメ　2g
　○塩　1g　　○牛乳　160g

●作り方
　① 玉ねぎをうす切りにする。
　② バターを溶かし①と枝豆を炒める。
　③ 牛乳、コンソメ、塩を加え加熱する。
　④ 荒熱がとれたらミキサーにかける。

明翠苑 管理栄養士　仲田　春香


